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はじめに 

  

本専門委員会では、「微小粒子状物質健康影響評価検討会報告書」（環境省, 

2008）、「微小粒子状物質の定量的リスク評価手法について」（微小粒子状物質リスク

評価手法専門委員会, 2008。以下「微小粒子状物質リスク評価手法専門委員会報

告」という。）に加え、現時点で利用可能な微小粒子状物質等に係る国内外の科学的

知見を踏まえ、微小粒子状物質の特性及び人の体内中の挙動、環境大気中濃度、健

康影響に関する定性的評価及び定量的評価、環境基準設定に当たっての指針値、

環境基準達成状況の評価の手法等について審議を行ってきたが、このほど、その成

果を取りまとめたので、ここに報告する。 

 

 

 




